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2平成28年５月号

町債
3億9,580万円

11.7％

　国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
地

方
の
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財

源
の
総
額
は
、
平
成
27
年
度
を
上
回
る

水
準
で
あ
る
と
さ
れ
、
地
方
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
程
度
額
を
確
保
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

　江
府
町
の
平
成
28
年
度
予
算
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
様
々
な
課
題
が
考
え
ら

れ
る
中
、
移
住
定
住
の
促
進
、
安
全
・

安
心
な
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
創
出

等
の
施
策
を
基
に
、
元
気
な
集
落
づ
く

り
を
支
援
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
福

祉
向
上
に
努
め
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

特集－平成28年度当初予算－

行
財
政
方
針
に
つ
い
て

一般会計

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう予算

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事業を

　　　　　　行う予算

【町　　税】みなさんが納める税金

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって繰り

　　　　　　入れるお金

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負担し

　　　　　　ていただくお金

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざまな収入

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金の中

　　　　　　から、町の財政状況に応じて交付

　　　　　　されるお金

【町　　債】町の借金。大きな事業を行うため

　　　　　　に国や金融機関から借入れるお金

【国・県支出金】特定の目的のために国や県から交

　　　　　　付されるお金

【自主財源】町独自に入ってくるお金

【依存財源】国や県から交付や、借入れるお金

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員など

　　　　　　の報酬

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。児

　　　　　　童手当、医療扶助など

【公 債 費】借り入れたお金の返済金

【普通建設事業費】道路など整備するためのお金

【積 立 金】積み立てるお金

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など

当
初
予
算

当
初
予
算

当
初
予
算

平成28年度

人件費
6億2,787万円

18.6％

公債費
4億71万円
11.9％

扶助費
2億3,490万円

7.0％

扶助費
2億3,490万円

7.0％

普通建設事業
2億1,779万円

6.5％

補助費等
7億1,253万円

212％

物件費
6億984万円

18.1％

補助費等
7億1,253万円

21.2％

物件費
6億984万円

18.1％

維持補修費
1億4,566万円

4.3％

その他
3,199万円
0.9％

繰出金
3億8,871万円

11.5％

義務的経費
37.5％

投資的経費
6.5％

その他
経費
56.0％

義務的経費
37.5％

投資的経費
6.5％

その他
経費
56.0％

歳出総額
33億7,000万円

町税
7億1,421万円

21.2％

繰入金
1億9,040万円

5.6％

諸収入
5,671万円
1.7％

分担金及び負担金
785万円
0.2％

その他
7,797万円
2.3％

国県支出金
6億215万円

17.9％

国県支出金
6億215万円

17.9％

地方交付税
12億4,500万円

37％

その他
7,991万円
2.4％

町債
3億9,580万円

11.7％

町債
3億9,580万円

11.7％

自主財源
31.1％
自主財源
31.1％

依存財源
68.9％
依存財源
68.9％

歳入総額
33億7,000万円

＝
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い

　
　輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
＝

　平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
が
３
月
24
日
議
会

で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
会
計
33
億
７
，
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
18
億
３
，
４
６
２

万
円
、
合
わ
せ
る
と
52
億
４
６
２
万
円
と
な
り
ま
す
。



▲改修工事が予定されている江府小学校のプール

3 平成28年５月号

特集－平成28年度当初予算－

　歳
入
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
を

中
心
と
し
た
町
税
の
減
少
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
税

収
な
ど
の
収
入
減
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
増
員
、
地
籍
調
査
事
業
な
ど
に
よ

る
経
費
の
増
な
ど
で
前
年
度
に
比
べ
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
、
起
債

発
行
額
に
つ
い
て
も
、
全
体
事
業
の
調

整
を
図
り
経
費
削
減
に
努
め
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
減
少
に
転
じ
た
起
債
の
償
還
額
は
、

引
き
続
き
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
多
額
の
償
還
が
続
き
ま
す
。

　新
年
度
も
実
質
的
に
は
厳
し
い
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
・
県
な
ど

の
制
度
を
極
力
活
用
し
な
が
ら
財
源
を

確
保
し
、
倹
約
と
工
夫
に
よ
り
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

◎
教
育
環
境
の
充
実

　平
成
28
年
度
は
、
学
校
パ
ソ
コ
ン
機

器
等
の
更
新
、
小
学
校
電
子
黒
板
用
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
の
購
入
を
行
う
こ
と
で
、

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
少
人
数
学
級
、
学
習
支
援
員

配
置
の
継
続
で
、
学
習
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　さ
ら
に
老
朽
化
に
よ
り
底
面
が
劣
化

し
て
い
る
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、

安
全
に
プ
ー
ル
学
習
が
で
き
る
よ
う
に

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

◎
移
住
定
住
対
策

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
新
た
に
３

人
採
用
し
、
新
た
な
視
点
や
発
想
を
活

か
し
て
町
内
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
積
極
的
な
空
き
家
活
用
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

◎
防
災
対
策

　新
た
な
防
災
計
画
の
も
と
、
訓
練
や

防
災
施
設
の
整
備
な
ど
の
防
災
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

▲移動販売と見守り事業で安心な生活

▲保育料無償化で子育て世代を支援します

　災
害
時
の
情
報
伝
達
の
手
段
と
し
て

移
動
系
無
線
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

◎
少
子
化
、
子
育
て
対
策

　前
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
保

育
料
の
無
償
化
を
行
い
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　健
康
対
策
と
し
て
国
や
県
の
助
成
を

活
用
し
な
が
ら
引
き
続
き
乳
幼
児
、
住

民
の
検
診
事
業
の
充
実
、
予
防
接
種
等

の
積
極
的
な
取
組
み
、
不
妊
治
療
に
対

す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

◎
福
祉
・
高
齢
者
対
策

　移
動
販
売
と
見
守
り
活
動
協
定
事
業

者
へ
の
支
援
を
行
い
安
心
し
て
生
活
で

き
る
中
山
間
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　ま
た
、
高
齢
者
の
認
知
症
対
策
が
重

要
で
あ
り
、
専
門
的
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

◎
生
活
環
境
対
策

　下
水
道
施
設
は
引
き
続
き
既
存
施
設

の
更
新
、
維
持
管
理
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
日
野
郡
三
町
で
設
置
し
て

い
ま
す
、
し
尿
処
理
施
設
の
大
規
模
改

修
を
行
い
、
衛
生
的
な
処
理
を
継
続
し

ま
す
。

　町
営
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
に

よ
る
安
全
な
交
通
手
段
の
確
保
に
よ
り
、

住
民
生
活
基
盤
の
安
定
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。



▲地籍調査の様子

4平成28年５月号

特集－平成28年度当初予算－

特別会計当初予算

会 計 名 平成28年度

92万円

3億8,687万円

2億5,865万円

5億9,074万円

209万円

5,270万円

4,907万円

7,980万円

9,502万円

1億6,146万円

679万円

1億3,978万円

256万円

234万円

583万円

18億3,462万円

平成27年度

109万円

4億2,970万円

2億4,560万円

5億9,417万円

290万円

4,535万円

5,322万円

7,942万円

2億793万円

1億3,997万円

581万円

8,056万円

263万円

161万円

583万円

18億9,579万円

84.4％

90.0％

105.3％

99.4％

72.1％

116.2％

92.2％

100.5％

45.7％

115.4％

116.9％

173.5％

97.3％

145.3％

100.0％

96.8％

対前年比

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

林業集落排水事業

特定環境保全公共下水道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

合計

　ま
た
、
町
道
な
ど
主
要
道
路
に
つ
い

て
は
、
道
路
・
橋
梁
の
点
検
を
随
時
実

施
し
、
安
全
か
つ
適
正
な
維
持
管
理
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
農
林
産
業
対
策

　引
き
続
き
水
路
、
農
道
な
ど
の
農
林

業
基
盤
施
設
整
備
や
畜
産
環
境
の
向
上
、

有
害
鳥
獣
対
策
等
に
取
り
組
み
、
農
林

地
を
活
か
す
産
業
振
興
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
地
籍
調
査
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
江
府
町
か
ら
の
情
報
発
信

　町
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

(

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等)

、
動
画
サ
イ
ト

(

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ)

な
ど
を
活
用
し
て
積

極
的
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　特
に
情
報
発
信
の
中
心
で
あ
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
町
の
イ
ベ
ン

ト
や
暮
ら
し
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
移
住
定
住
希
望
者
や
子
育
て
世
代

に
対
し
て
も
魅
力
あ
る
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

▲リニューアルした江府町ホームページ



5 平成28年５月号

特集－平成28年度当初予算－

平成28年度  主要及び新規事業平成28年度  主要及び新規事業

事業内容事業名

国内交流事業(西ノ島交流)

西ノ島町と連携し、県外のイベントにおいて共同の物
産展を実施します。
また、江府町と西ノ島町のそれぞれの特産品を活用し
た新たな商品を開発します。

空 き 家 借 上 事 業

町が10年間空き家所有者から無償で空き家を借り上
げ、修繕し（上限400万円）、移住希望者と町で賃貸
借契約を行い、10年後に所有者にリフォームされた状
態で返還します。また、修繕料の400万円は月額の家
賃で10年かけて回収を行います。

141

9,245

216,761

地域おこし協力隊事業 町の近々の諸課題を地域おこし協力隊員とともに取組
み地域の活性化を図ります。（Ｈ28新規３人計10人） 39,896

4,000

江府町買物福祉サービス
支 援 事 業

移動購買車による見守り事業と移動購買車の維持管理費
の補助を組み合わせ、一括して事業者へ委託します。

日野町江府町日南町衛生施
設組合負担金（し尿）

し尿処理施設（清化園）の経常経費及び大規模改修工
事に伴い、建設事業費を３町で負担します。（江府町
建設事業分199,841千円）

事業費

（単位：千円）

（単位：千円）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

6,000橋梁長寿命化計画策定事業
今後老朽化する橋梁数の増大に対応するため、橋梁の
長寿命化並びに橋梁の修繕及び架け替えに係る費用の
縮減を図る計画を策定します。

7,000町 道 災 害 防 除 事 業
落石や法面崩壊などの道路災害を未然に防止するため
の対策や老朽化した道路施設の補修を実施し、交通の
安全を確保します。

土 木 費

消 防 費

20,218がんばる地域プラン事業

「農協プラン」県西部を代表する白ネギとブロッコリ
ーの産地強化で栽培面積の拡大と生産者の増加を目指
します(今年度は白ねぎのみの取組)。「町プラン」特栽
コシヒカリで食味日本一を目指し産地のブランド化を
目指します。コンニャク芋栽培の機械化作業体系を確
立し産地の拡大を目指します。今年度は追加事業とし
て、農業公社の機械導入、農業ビジネスサポートスク
ールを開設します。

20,000町 道 舗 装 補 修 工 事
平成26年度までの路面状況調査の結果により修繕の必
要があると判定された路線・区間において、計画的に
舗装補修を行い交通の安定を図ります。

10,000町道下安井舟場線道路改良
事 業

日野川左岸道路を整備し、集落間はもとより周辺地域
とのアクセス強化を図り地域の発展に寄与し、国道
181号線が被災した場合でも代替え道路（迂回路）と
して交通の安定を図ります。

3,403
消防移動系無線（トランシ
ーバー型無線）導入事業 町内全域をカバーする移動系無線機を導入します。

教 育 費 11,865
学校情報通信技術環境整備
事 業

校務用、教育用パソコンの更新（リース）と、電子黒
板を導入します。

9,072

13,500

小学校プール改修工事
建設後42年が経過し老朽化したプールは、長年の使用
により底面の塗装が剥離している部分があり児童がけ
がをする危険があるため、改修工事を行います。

2,000

農 地 中 間 管 理 事 業
（中山間地域等担い手収益
力 向 上 支 援 事 業 ）

中山間地域等において、その地域の特性に応じた担い
手の収益力の向上を図るため、農地中間管理機構等か
ら新たに農地を借り受けて経営の規模拡大等を図る担
い手や、収益性の高い作物の導入を図る担い手等の取
組を支援します。

85,304地 籍 調 査 事 業
下安井・洲河崎・武庫地区継続調査及び新規に下安
井・洲河崎・武庫（山林）・杉谷地区を計画し事業促
進を図ります。（平成28年度実施面積2.42㎢）

農林水産業費

費 目

【一般会計】

事業内容事業名

江尾診療所医療機器整備事業

（ 超 音 波 診 断 装 置 ）
超音波診断装置の更新を行います。

事業費

国民健康保険
（ 直 診 ）

59,400江尾地区川筋地区統合業務 川筋農集との統合を行います。
特定環境保全
公共下水道事業

費 目

【特別会計】
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　震
災
発
生
か
ら
４
日
後
の
４
月
18
日
、
江

府
町
へ
向
け
て
熊
本
県
菊
池
市
よ
り
飲
料
水

の
支
援
要
請
が
入
り
ま
し
た
。
菊
池
市
で
は

地
震
に
よ
る
影
響
で
断
水
箇
所
が
あ
っ
た
り
、

地
下
水
に
濁
り
が
生
じ
水
が
飲
め
な
く
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
避
難
者
が
待
機
し
て

い
る
箇
所
で
も
飲
料
水
不
足
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　要
請
を
受
け
た
江
府
町
で
は
、
す
ぐ
に
関

係
機
関
へ
連
絡
を
取
り
、
奥
大
山
の
水
を
３
，

０
０
０
ℓ(

２
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
，
５
０
０

本
分)

を
確
保
し
、
菊
池
市
へ
の
輸
送
を
計
画

し
ま
し
た
。

▲救援水の積み込み作業

江府町の救援水
熊本県菊池市へ届け！

江府町の救援水
熊本県菊池市へ届け！

熊
本
を
襲
っ
た
大
地
震
！

菊
池
市
”飲
料
水
“が
足
り
ま
せ
ん
！

菊
池
市
よ
り
水
の
支
援
要
請

　４
月
21
日
午
前
11
時
、
江
府
町
防
災
基
地

で
救
援
水
の
搬
入
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
２

５
０
箱
の
救
援
水
を
奥
大
山
水
工
場
ヨ
ー
デ

ル
の
職
員
や
町
職
員
な
ど
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
み
ま
す
。

救
援
水
を
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
へ

　江
府
町
と
熊
本
県
菊
池
市
は
『
環
境
王

国
』
に
認
定
さ
れ
た
自
治
体
と
い
う
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
が
主

催
す
る
こ
の
『
環
境
王
国
』
は
自
然
環
境
と

農
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
、
安
心
で
き
る

農
産
物
の
生
産
に
適
し
た
環
境
の
地
域
を
認

定
す
る
も
の
で
、
全
国
で
14
市
町
村
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
支
援
要
請
に
つ
い
て
も
環
境
王
国

認
定
市
町
村
連
絡
協
議
会
か
ら
要
請
が
あ
っ

た
も
の
で
、
災
害
時
に
は
お
互
い
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

江
府
町
と
菊
池
市
の
関
係
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　午
前
12
時
30
分
、
江
府
町
役
場
で
出
発

式
を
行
い
ま
し
た
。
竹
内
町
長
よ
り
「
菊

池
市
の
皆
さ
ん
へ
救
援
水
を
安
全
に
届
け

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
出
発
し
ま
し
た
。

　午
後
１
時
に
出
発
し
た
救
援
水
輸
送

チ
ー
ム
は
新
見
Ｉ
Ｃ
よ
り
中
国
自
動
車
道

〜
九
州
自
動
車
道
を
通
る
ル
ー
ト
で
熊
本

県
菊
池
市
を
目
指
し
ま
し
た
。
片
道
で
５

４
０
キ
ロ
。
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ
、

熊
本
県
へ
と
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
途
中
、

下
関
の
壇
ノ
浦
Ｐ
Ａ
に
到
着
し
た
と
き
に

は
、
す
で
に
時
計
は
午
後
６
時
30
分
を

回
っ
て
お
り
、
目
的
地
の
遠
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　翌
22
日
は
午
前
６
時
に
出
発
。
菊
池
市

へ
の
午
前
９
時
の
到
着
を
め
ざ
し
、
九
州

自
動
車
道
を
走
り
ま
す
。
途
中
、
広
川
Ｓ

Ａ
で
は
”救
援
物
資
“と
書
か
れ
た
車
や
ト

ラ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
停
車
し
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
鳥
取
県
の
３
市
の
水
道
局
の
車
も
。

話
を
伺
う
と
一
刻
も
早
い
復
旧
の
た
め
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
対
応
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
互
い
の
安
全
を

気
遣
い
な
が
ら
、
再
び
菊
池
市
へ
向
け
て

走
り
出
し
ま
し
た
。

熊
本
へ
向
け
て
い
ざ
出
発
！

 

午
前
９
時
30
分
、
支
援
物
資
の
受
入
場

所
で
あ
る
菊
池
市
の
菊
ノ
池
体
育
館
へ
到

着
。
菊
池
市
職
員
へ
救
援
水
到
着
の
報
告

と
江
府
町
か
ら
の
お
見
舞
い
の
手
紙
を
渡

し
ま
し
た
。

到
着
し
た
救
援
水

 

菊
池
市
で
は
家
屋
の
倒
壊
な
ど
の
被
害

は
少
な
い
も
の
の
、
水
道
管
の
破
損
や
水

の
濁
り
が
発
生
し
て
お
り
、引
き
続
き
”飲

料
水
“は
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
子

供
や
高
齢
者
用
の
オ
ム
ツ
や
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
な
ど
も
不
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。　今

回
の
救
援
水
輸
送
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

引
き
続
き
菊
池
市
や
熊
本
県
へ
の
支
援
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
鳥
取
県
で
は
熊
本

県
の
益
城
町
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
後
は
県
や
市
町
村
で
分
担
し
な
が

ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
人
材
派
遣

な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
の
支
援

５
４
０
キ
ロ
の
道
の
り

　災
害
派
遣
に
よ
り
菊
池
市
で
作
業
を
し

て
い
た
兵
庫
県
伊
丹
駐
屯
地
の
自
衛
隊
員

の
み
な
さ
ん
に
救
援
水
の
輸
送
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
員
の
車
に

積
み
替
え
ら
れ
た
救
援
水
は
す
ぐ
に
被
災

者
の
も
と
へ
輸
送
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

救
援
水
は
被
災
者
の
も
と
へ

▲出発式の様子

▲鳥取県の３市水道局の支援も

▲菊池市の職員へ末次課長補佐より竹内町長の
　お見舞いの手紙が渡されました。

▲救援水は被災者のもとへ届けられました
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“江府いもこ塾”が開塾！“江府いもこ塾”が開塾！
～子育ては人づくり　よく学びたくましく育つ江府の子どもたち～

　４
月
19
日(

火)

、
江
府
町
商
工
観
光
セ

ン
タ
ー(

Ｊ
Ｒ
江
尾
駅
２
階)

で
「
江
府
い

も
こ
塾
」の
開
塾
式
が
開
催
さ
れ
、受
講
生

や
保
護
者
な
ど
約
40
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　公
営
学
習
塾
に
つ
い
て
は
江
府
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
策
定
に
係

る
会
議
の
中
で
中
山
間
地
域
の
デ
メ
リ
ッ

ト
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
議
論
が
あ
っ
た
も
の
で
、
学
力
向
上
と

子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で

す
。　開

塾
式
に
際
し
て
、
竹
内
町
長
は
「
中

山
間
地
域
で
は
都
市
部
と
比
べ
て
、
様
々

な
負
担
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
に
格
差
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
。
そ
う
い
っ
た
部
分
は
行
政
で
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
子
育
て
は
人
づ
く

り
と
い
う
思
い
で
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
塾
講
師
を
依
頼
す
る
学
校
法
人
イ

ズ
ム
の
吉
野
恭
治
理
事
長
は
「
江
府
町
の

熱
い
依
頼
が
あ
り
、
今
回
の
塾
が
実
現
し

ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
ら
た

く
さ
ん
質
問
を
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち

は
わ
か
る
ま
で
教
え
ま
す
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　今
後
、
江
府
い
も
こ
塾
は
毎
週
火
曜
日

に
数
学
、
金
曜
日
に
英
語
の
日
程
で
約
85

回
の
講
義
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
初
！

　公
営
学
習
塾
が
開
講
！

「
芋
を
こ
じ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
桶
の
中
に
入
れ
た
里
芋
を
板

や
棒
で
か
き
回
す
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
綺
麗

に
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
二

宮
尊
徳
は
若
者
が
集
ま
り
お
互
い
に
学
び

合
い
、
磨
き
合
う
様
子
を
「
い
も
こ
じ
」

と
呼
び
、
そ
の
学
び
方
を
広
く
勧
め
て
い

た
そ
う
で
す
。

　こ
れ
に
ち
な
み
江
府
町
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て
互
い
に
学
び
、

磨
き
合
い
、
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
”江
府
い
も
こ
塾
“と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

“

江
府
い
も
こ
塾”

の

ネ
ー
ミ
ン
グ
由
来
と
は
？

真剣に講義を受ける生徒たち
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まちの話題

　江
府
町
内
の
各
学
校
・

保
育
所
で
入
園
式
・
入
学

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
子

供
の
国
保
育
園
で
は
17
人

の
お
友
だ
ち
が
入
園
し
ま

し
た
。
ま
た
江
府
小
学
校

に
は
新
一
年
生
が
19
人
、

江
府
中
学
校
に
は
21
人
の

新
入
生
が
入
学
し
、
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
み
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

よ
く
楽
し
く
過
ご
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

　保
育
園
・
小
中
学
校
で

　
　
　
　
　入
園
・
入
学
式

　４
月
16
日(

土)

〜
17
日(

日)

、
江
府
町
佐
川
に
あ
る
道

の
駅
奥
大
山
で
『
道
の
駅
奥
大
山
誕
生
祭
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　昨
年
の
４
月
24
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
し
た
道
の
駅
奥

大
山
が
一
年
を
迎
え
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
お
客
様

を
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。
17
日
に
は
天
の
蛍
ヒ
ロ
イ
ン

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
の
安
里
さ
ん
が
一
日
駅
長

を
務
め
、
竹
内
町
長
と
一
緒
に
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
大
山
お
こ
わ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
や
、
空

く
じ
な
し
の
ス
ピ
ー
ド
く
じ
な
ど
が
あ
り
、
賑
や
か
な
誕

生
祭
と
な
り
ま
し
た
。

〜
来
場
さ
れ
た
お
客
さ
ん
の
声
〜

「
昔
と
比
べ
て
江
府
町
も
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
な
と
思

い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
美
味
し

か
っ
た
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
岡
山
県
か
ら
お
越
し
の
男
性
】

道
の
駅
奥
大
山
”誕
生
祭
“

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲子供の国保育園　入園式

▲江府中学校　入学式 ▲江府小学校　入学式

▲誕生祭の餅まきの様子

　こ
の
度
、
大
山
周
辺
の
歴
史
や
文
化
が
「
日
本
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
、
４
月
26
日(

木)

、
大
山
町
大
山
寺
で
「
日

本
遺
産
」
認
定
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

セ

レ
モ
ニ
ー
の
様
子
は
表
紙
写
真
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。)

　日
本
遺
産
と
は
、
文
化
庁
が
平
成
27
年
度
か
ら
創
設
し

た
制
度
で
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が

国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺
産
」

と
し
て
認
定
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
不
可
欠
な
魅

力
あ
る
有
形
・
無
形
の
様
々
な
文
化
財
群
を
総
合
的
に
活

用
し
、
国
内
外
に
戦
略
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
を
図
る
も
の
で
す
。

　今
回
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
軸
は
、
「
地
蔵
信

仰
」
が
育
ん
だ
日
本
最
大
の
大
山
牛
馬
市
な
ど
５
点
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
江
府
町
は
下
蚊
屋
・
御
机
な
ど
の
奥
大

山
古
道
や
大
山
お
こ
わ
な
ど
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
報
６
月
号
で
特
集
い

た
し
ま
す
！

ロ
マ
ン
溢
れ
る
大
山
の

歴
史
と
文
化
が

日
本
遺
産
認
定
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
の

ま
ち
の

話
題

あ
ん 

り
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まちの教育

 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
江
府
小

学
校
の
新
１
年
生
た
ち
も
、
毎
日
元
気
よ
く
、
楽
し
そ
う
に
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

 

子
ど
も
た
ち
が
こ
う
し
て
日
々
安
心
し
て
過
ご
せ
る
背
景
に

は
、
実
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
陰
な
が
ら
の
温
か
い
ご
協

力
が
あ
り
ま
す
。

見
守
り
支
援

　小
学
校
に
入
っ
た
１
年
生
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ
る
の
は
登
下
校

の
仕
方
。
保
育
園
は
、
保
護
者
の
送
迎
に

よ
り
安
全
に
通
園
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
小
学
校
は
徒
歩
や
バ
ス
に
よ
っ
て
、

自
分
の
力
で
学
校
に
通
い
ま
す
。
こ
れ
も

一
つ
の「
勉
強
」で
は
あ
る
も
の
の
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
心
配
の
タ
ネ
。

　そ
こ
で
江
府
町
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
下
校
の
見
守
り
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
時
期
は
、
低
学
年
の
下
校
に
合
わ

せ
て
横
断
歩
道
や
バ
ス
停
で
、
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
見
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　１
年
生
に
と
っ
て
は
、
小
学
校
生
活

の
一
つ
一
つ
が
初
め
て
の
体
験
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
お
力
添
え
を
得
な
が

ら
、
毎
日
少
し
ず
つ
下
校
の
仕
方
や
バ

ス
の
乗
り
方
を
覚
え
て
い
く
子
ど
も
た

ち
で
す
。
こ
こ
で
身
に
つ
け
た
力
は
、

放
課
後
や
休
日
の
安
全
な
過
ご
し
方
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
な
ど
生
活
の
様

々
な
場
面
で
活
か
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る
子
に

　「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が

い
か
に
生
き
生
き
と
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

　江
府
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
、
生

き
て
働
く
力
を
身
に
つ
け
、
同
時
に
人

と
の
関
わ
り
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　あ
い
さ
つ
や
思
い
や
り
、
助
け
合
い

な
ど
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て「
地
域
の
よ
さ
」や
「
あ
り
が
た

さ
」
に
気
づ
き
、
自
分
た
ち
の
住
む
こ

の
江
府
町
を
誇
り
に

思
う
気
持
ち
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。　江

府
町
教
育
委
員
会
で
は
、
江

府
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
核
に
お
い
た
町
づ
く
り
・
人
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
学
校
地

域
協
働
本
部
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
場
面
で
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生

方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
の
取
組
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
町
民

の
み
な
さ
ん
に
保
育
・
学
校
教
育

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
び
へ
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　江
府
町
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、
そ
し
て
そ
れ

を
取
り
囲
む
私
た
ち
大
人
を
含
め

た
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
「
学
校

地
域
協
働
本
部
」
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
地
域
協
働
本
部

学校地域協働本部へのご理解とご協力を

学
校
地
域
協
働
本
部
で
は…

●
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

　・
花
の
苗
植
え

　・
プ
ー
ル
掃
除

　・
本
の
読
み
聞
か
せ

　・
ミ
シ
ン
の
使
い
方
指
導

　・
か
け
算
九
九
聞
き
取
り

　・
暗
唱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　学
校
地
域
協
働
本
部

　
　電
話
75

－

２
０
０
５

　
　社
会
教
育
課

　中
川

　
　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　雨
宮
達
樹

　
　
　
　
　
　
　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
奥
大
山
）

●
そ
の
ほ
か
に
も…

　江
府
小
学
校
と
江
府
中
学
校
で
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
学
校
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
の
ご
理

解
を
得
る
た
め
の
学
校
公
開
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　・
江
府
小

　フ
リ
ー
参
観
日

　・
江
府
中

　学
校
開
放
週
間

　・
江
府
小
中
学
校
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

　そ
の
他
、
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
の

行
事
に
つ
い
て
も
防
災
無
線
で
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
学
校
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
学

校
の
「
今
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
た
く

さ
ん
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

学校から防災センターまで引率し、
見守ってもらいます。
（小学校入口横断歩道）

慣れるまでは、バスに
乗るまで見送ります。
（防災・情報センター）

～地域で育ち、地域に学ぶ　こうふっ子～子どもは地域の宝物
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まちの教育

図書館だより図書館だより図書館だより 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

＊一般書
　羊と鋼の森／宮下奈都 [本屋大賞・大賞]

　王とサーカス／米澤穂信 [本屋大賞・６位]

　戦場のコックたち／深緑野分 [本屋大賞・７位]

　幸せになる勇気(「アドラー」の教え＊２)／岸見一郎

　仮面兵団(アルスラーン戦記＊８)／田中芳樹

　漱石のことば／姜尚中

　Ｂ面昭和史／半藤一利

　モンスターマザー／福田ますみ

　せまいぞドキドキ／ヨシタケシンスケ

　続々・体脂肪計タニタの社員食堂／タニタ

　明日この世を去るとしても、今日の花に水をあげなさい／樋野興夫

＊児童書
　目でみる１㎜の図鑑／こどもくらぶ編

　魔法医トリシアの冒険カルテ(１)／南房秀久

＊絵本
　つなのうえのミレット／エミリー・アーノルド・マッカリー

　おむすびさんちのたうえのひ／かがくいひろし

　モリくんのいちごカー／かんべあやこ

新　　着　　図　　書 お　　知　　ら　　せ

偶数月の第一土曜日は、

「ものづくりクラブｉｎとしょかん」の日♪

今年度の「ものづくりクラブinとしょかん」は、偶数月・第
一土曜日に開催します。
　■内　容／簡単な工作教室
　■対　象／３～６歳の子供と、その家族
　■場　所／江府町立図書館・絵本コーナー
　■時　間／10:30～11:00
　■講　師／図書館司書
材料の準備のため、申し込みが必要です。開催日の前日ま
でに図書館へお越しいただくか、お電話でお申し込みくだ
さい。（℡／75－2005）

Hello everyone,
The cherry blossoms bloomed a few days ago, and the weather is so much nicer.  Spring is finally here!
Luckily, my family was able to see the cherry blossoms before they went home.  Did you see them?  We all went 
up to the park in Ebi, and many of the people in Kofu invited us to eat and have a hanami party.  Joshua and I had 
to go get Koebi from the pet hotel she was staying at, but my family sat down and talked and ate with 
everyone.  I’m so happy they were able to have that experience.  They were amazed by everyone’s kindness and 
willingness to speak with them in English.  Thank you so much for showing my family a good time, Kofu!
Traveling with Joshua and his family was a lot of fun.  We went to many different places and never got lost.  
What a relief!  Everyone was amazed at how efficient the trains are, and how fast the Shinkansen goes.  Joshua’s 
younger brother, Jonathan, studied Japanese back home in America, but because he didn’t have a chance to use 
it, he forgot most of it.  So Joshua and I encouraged him to practice speaking Japanese while he was in Japan.  He 
tried very hard and was able to speak with some people, which made him happy.  Everyone wants to come back 
to Japan again.  They said Japan is a wonderful, beautiful country, and they want to experience more of it.  I’m 
glad they feel that way.
Enjoy the flowers, everyone!
Connie

みなさん、こんにちは。
　数日前に桜の花が咲きました。以前よりもずっと過ごしやすい陽気になってきまし
た。今まさに春到来です。
　幸運なことに、私の夫の家族はアメリカに帰国する前に桜の花を見ることができま
した。みなさんは彼らと出会いましたか。江府町に帰ったとき、私たちはみんなで江
尾にある公園に行きました。たくさんの江府町民の方々が私たちを花見の席に誘って
くれました。ジョシュアと私は小江尾ちゃんを預けていたペットホテルに引き取りに
行かなければなりませんでしたが、彼の家族は花見の席に加わり、いっしょに話した
り食べたりしました。彼らがそんな体験をすることができて私はとても嬉しい気持ち
です。彼らはみなさんの親切な心遣いや英語で話しかけてくれる積極性に驚いていま
した。彼らがそんな素晴らしいひとときを過ごせて、江府町のみなさんに心から感謝
しています。
　ジョシュアと彼の家族との旅行はとても楽しいものでした。私たちはいろいろなところに行きましたが、一度も道
に迷うことはありませんでした。ああ、良かった！家族のみんなは日本の電車の利便性の良さや新幹線の速さにびっ
くりしていました。ジョシュアの弟、ジョナソンは、アメリカで日本語を勉強していましたが、日本語を使う機会が
なかったので、ほとんど忘れかけていました。そこで、ジョシュアと私は、日本にいる間にジョナソンに日本語を話
す練習をするように励ましました。彼は頑張ってチャレンジし、何人かの日本人と話をすることができました。彼は
喜んでいました。
夫の家族はみんなまた日本を訪れたいと思っています。日本は魅力あふれる美しい国です。もっといろんなことを体
験してみたいとも言っていました。彼らがそんなふうに感じてくれて私は嬉しいです。
皆さん、花をエンジョイしてね！
カーニーより

カーニ
ー先生のほのぼのコラム45カーニ
ー先生のほのぼのコラム45

※この一覧は新着図書の一部です

用語解説

[本屋大賞] 全国の書店員からの投票により決定する賞。
大賞から10位までの2016年受賞作をすべて配架済み！
　　「面白い」本をお求めのあなたへ。

①  6月4日（土）
②  8月6日（土）
③10月1日（土）
④12月3日（土）
⑤  2月4日（土）

平成28年度
ものづくりクラブ
開催日※予定

園児さん向けのかんたん

工作教室♪

各回の内容については、

開催日の２週間前までに

作成するチラシでご確認

ください。図書館に置く

他、保育園経由で家庭に

配布いたします。
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こいのぼり

～子どもの成長を願うこいのぼり～～子どもの成長を願うこいのぼり～
　今年も江府町の久連橋（くればし）と夜振橋（よぶりばし）で元気に泳ぎました！4月29日（金）には

江府町愛漁会のみなさんやボランティアの方々など総勢50名が、こいのぼりの設置を行いました。この

“こいのぼり”は住民さんから寄附していただいたものです。各家庭で大切にされてきたこいのぼりは

子どもたちの健やかな成長ときれいな日野川をみんなで守っていこうという想いを乗せて、日野川を気

持ちよさそうに泳いでいました。

　5月1日は語呂合わせで“恋の日”。

この日に合わせてピンク色の駅舎で

おなじみの恋山形駅（若狭鉄道）が

ある鳥取県若桜町では「ピンク色の

SL」のお披露目イベントもありまし

た。というわけで今年は江府町でも

初めて“ピンクの恋のぼり”を設置

しました！この“恋のぼり”の写真

を撮った人にはいい出会いがあるか

も！もしこの“恋のぼり”のおかげ

で良縁があったという方はぜひ建設

課までご連絡ください！

江府町の春の風物詩江府町の春の風物詩

ピンクの鯉が良縁をサポート！

▲大山と烏ヶ山を背景にゆったり泳ぐこいのぼり(夜振橋)

▲見た人の心をほっこりさせる“ピンク色の恋のぼり”
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▲晴天の中を泳ぐこいのぼり(久連橋)

　４月29日、５月８日とこいのぼりの作業に

ご協力いただきました江府町愛漁会の皆さん

やたくさんのボランティアのみなさん、今年

も無事こいのぼりをあげることができまし

た。本当にありがとうございました。

４月29日
　こいのぼり設置作業風景
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元
気
だ
し
て
や
ら
ー
で
！

　
　
　
　私
た
ち
は 

農
で
生
き
る
。

元
気
だ
し
て
や
ら
ー
で
！

　
　
　
　私
た
ち
は 

農
で
生
き
る
。

元
気
だ
し
て
や
ら
ー
で
！

　
　
　
　私
た
ち
は 

農
で
生
き
る
。

　平
成
28
年
４
月
17
日
（
日
）
洲
河

崎
用
水
路
周
辺
（
下
安
井
地
内
）
で
、

水
路
の
目
地
補
修
現
地
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
は
、
県
内
で

水
路
の
目
地
研
修
の
講
師
を
さ
れ
る

㈱
ホ
ク
コ
ン
の
前
田
明
広
さ
ん
を
招

き
、
水
中
パ
テ
を
使
用
し
た
充
て
ん

工
法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　水
路
補
修
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

前
田
さ
ん
は
「
水
中
パ
テ
が
補
修
箇

所
に
し
っ
か
り
入
る
よ
う
に
、
グ
ラ

イ
ン
ダ
ー
等
で
古
い
目
地
を
丁
寧
に

除
去
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ
れ

奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　会
員
募
集
中
!!

　奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
で
は
一
緒
に
活

動
す
る
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

緒
に
江
府
町
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

”会
員
の
メ
リ
ッ
ト

“

☆
コ
ン
ニ
ャ
ク
種
芋
を
会
員
価
格
で
購
入
で

　き
る
！

☆
販
売
先
が
確
保
さ
れ
て
い
る
！

☆
栽
培
講
習
会
、
巡
回
指
導
が
受
け
ら
れ
る
！

【
連
絡
先
】

　奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会

　
　
　
　
　
　会
長

　田
本
賢
二

　☎
０
８
５
９

－

75

－

３
１
６
２

　

鳥
取
県
西
部
地
区
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
！

　第
58
回
鳥
取
県
し
い
た
け
品
評
会

　鳥
取
県
各
地
の
し
い
た
け
生
産
者
が
出
品

す
る
自
慢
の
乾
椎
茸
の
展
示
や
、
し
い
た
け

栽
培
・
経
営
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
小
学
生
の
会

が
展
示
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
着
１

０
０
名
様
に
は
乾
椎
茸
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

【
日

　時
】
平
成
28
年
５
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
会

　場
】
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
本
所

【
連
絡
先
】
鳥
取
県
し
い
た
け
品
評
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎
０
８
５
７

－

32

－

８
３
３
１

　奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
が
コ
ン
ニ
ャ
ク

の
商
品
開
発
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
！
そ
の

名
も
『
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
キ
ッ
ト
』
。
江

府
町
産
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
に
、
あ
く
抜
き
に

使
用
す
る
凝
固
剤
と
ゴ
ム
手
袋
を
セ
ッ
ト
に

し
た
商
品
で
す
。
こ
れ
ま
で
手
作
り
コ
ン

ニ
ャ
ク
を
作
っ
た
こ
と
が
な
い
方
で
も
ご
家

庭
で
お
い
し
い
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
作
っ

て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
こ
ん
に
ゃ
く
の
作
り
方
を
収

録
し
た
動
画
も
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ご
家
庭
で
”美
味
し
い
コ
ン
ニ
ャ
ク
“を

作
り
ま
せ
ん
か
？

元気な農業

▲参加者も実践！意外と簡単にできます！

▲道の駅奥大山で販売しています！

水
路
の
補
修
は
自
分
た
ち
で
で
き
る
！

　
　
　
　
　
　水
路
目
地
補
修
現
地
研
修
会
を
開
催

芋
か
ら
調
理
！
コ
ン
ニ
ャ
ク
キ
ッ
ト

奥
大
山
高
原
野
菜
研
究
会
が
商
品
開
発
！

☆
動
画
を
見
た
い
方
は
「
動
画
サ
イ
ト
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
で
『
奥
大
山
江
府
町
特
産
品
コ
ン

ニ
ャ
ク
作
り
』
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
！

ま
し
た
。

　前
田
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
参
加

者
も
水
路
目
地
補
修
に
挑
戦
。
参
加

者
か
ら
は
意
外
と
簡
単
に
で
き
る
も

ん
だ
ね
と
思
わ
ず
感
激
の
声
も
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
水
路
の
目
地
補
修
に

つ
い
て
は
各
協
定
で
取
り
組
ん
で
い

る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
補
修

費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
林
産
業
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ



15 平成28年５月号

地域おこし協力隊通信

　
　
　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

カ
サ
ラ
カ
フ
ェ
を

　
　も
っ
と
身
近
に
！

生
田
省
二

　隊
員
報
告

　こ
ん
に
ち
は
！
協
力
隊
の
生
田
で
す
。
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
し
て
、
カ
サ
ラ
に
も
花
が

咲
い
て
き
ま
し
た
。
農
園
の
方
で
も
野
菜
の

種
ま
き
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
去
年
の
失
敗

は
、
葉
も
の
な
ど
は
直
播
き
し
て
も
草
に
負

け
て
芽
が
出
な
い
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
。
と
い
う
こ
と
で
今
年
は
ポ
ッ
ト
に
蒔

い
て
お
り
ま
す
。
成
功
し
ま
す
よ
う
に
。

　カ
サ
ラ
カ
フ
ェ
は
イ
ベ
ン
ト
、
ラ
ン
チ
用

に
特
製
カ
レ
ー
ラ
ン
チ
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
日
々
味
を
追
求
し
て
進
化
し
続
け
て
い

る
カ
レ
ー
を
是
非
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

予
約
し
て
も
ら
え
れ
ば
お
店
を
開
け
る
ス
タ

イ
ル
で
営
業
し
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
み
な

さ
ん
に
も
っ
と
身
近
な
カ
サ
ラ
カ
フ
ェ
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

　４
月
19
日
に
念
願
の
江
府
町
公
営

学
習
塾
『
江
府
い
も
こ
塾
』
が
開
塾

致
し
ま
し
た
！
事
務
局
と
し
て
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
！

　
　
　雨
宮

　県
の
「
と
っ
と
り
暮
ら
し
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
委
嘱
を
受
け
、
空
き
家
調

査
や
移
住
相
談
等
の
移
住
定
住
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　古
海

　４
月
に
無
事
引
っ
越
し
ま
し
た
。

声
を
か
け
て
頂
い
た
方
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！
今
は
野
菜
の
苗
を
育

苗
中
で
す
！

　
　
　
　
　
　片
岡

　４
月
か
ら
協
力
隊
業
務
で
社
会
教

育
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
等
を
担
当
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　上
谷

　新
甘
泉
（
梨
）
を
試
験
地
に
仮
植

え
し
ま
し
た
。
芽
か
き
、
防
除
、
か

ん
水
な
ど
を
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　藤
井

　道
の
駅
奥
大
山
誕
生
祭
は
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
天
気
も
良
く
大
盛
況

で
し
た
。
次
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

１
周
年
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　上
野

い
く
た

し
ょ
う
じ

営業日：不定休（お電話でご予約ください)

☆おすすめ☆　特製カレーランチ　1,000円

『カサラカフェ ジョイント』
☎0859－77－2202

こ
こ
で
活
き
て
い
く
。

こ
こ
で
活
き
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
ひ
と
こ
と
報
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊
ひ
と
こ
と
報
告
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　江府町農業委員会は、昨年末に江府町農業振興に関する建
議書を町に提出していましたが、これに対して次のような回
答がありました。
　また、４月11日（月）の農業委員会総会に竹内町長を招き、
建議書の回答について、今後の農業振興施策にどのように活
かしていくか意見交換を行いました。※なお、回答内容は、
紙面の都合上、字句の修正、省略している箇所があります。

（回答）
　現在、湿田対策として暗渠排水、湧水処理については、国の農業基盤整備促進事業での対応が可能で
あります。
　単県事業では、数年前に土地改良施設の不具合箇所の調査を行い、しっかり守る交付金事業で湿田対
策の暗渠排水事業を行っています。（いずれも地元負担が伴います。）
　なお、国・県事業の採択要件にのれない軽微な補修については、多面的機能支払制度の資源向上支払
の共同活動及び長寿命化による活動で対応をお願いしたいと思います。
　また、町では、土壌の排水性を向上できる、有機農法の一つの「ヤマカワプログラム」の試験も平成
28年度に考えています。
　平成27年度のような、長雨に対しては中干し等の技術対策の徹底も必要と考えます。いずれにしても、
調査等を行い、現状を確認して画一的な対応でなく、現場の状況に応じた対応をしていきたいと思いま
すので、町にご相談ください。

農業委員会だより

江府町農業振興に関する建議に対する回答江府町農業振興に関する建議に対する回答

１　ほ場整備事業実施水田の湿田対策について

（回答）
　以前の江府町堆肥センターの堆肥は、水分が若干多くまた臭気がやや強い状況でしたが、平成26年10
月から伯耆町堆肥センターの馬糞を水分調整に活用することにより、成分等の検査報告書で、臭気が弱
く腐熟度が進行したよい結果が出ています。
　平成27年秋では、環境保全型農業に関心のある、日野特栽の21名が環境保全型農業直接支払制度を活
用されて115ｔの使用をいただきました。
　今後は、堆肥の品質についての以前の先入観を払拭するために、農家へのPRが必要と考えます。環境
にやさしい農業の取り組みと、化学肥料の削減によるコストの軽減等のため、堆肥の有効利用を推進し
て行きたいと考えます。
　堆肥の単価については、近隣の町と比較した場合、堆肥そのものは安価であり、運搬・散布を含めて
も他町より、安価な状況でありますが、今後は環境王国の認定の町として、環境にやさしい農業の取り
組み推進のため、運搬・散布についての助成制度を検討してまいりたいと思います。

２　農畜連携の推進について

（回答）
　平成24年度から、中国四国農政局・県・関係市町で下蚊屋ダム汚濁対策会議を発足し、対策の検討を
開始しました。
　国としては、対象農地の現地調査（地形状況、営農状況等）を実施し、被害状況や他県での対応事例
を参考に対策を検討しています。今後、濁度計を設置し選択取水を行い、下流域の用水路に配水を行う
予定です。また、上流からの濁土をダム湖底部に導水させ、ダムの濁水を長期化させないために、湖内
でのシルトフェンス(汚濁防止フェンス)の効果についてシミュレーションの検討をしているところです。
　県・町・耕作者（大規模農家）は、畑地対策に取り組んでいます。県と町が共同で、平成25年度から
黒ぼく畑の土壌流出防止対策の一つとして、グリーンベルト設置のための実証ほ場を設置し実証試験の
効果検証を行いました。平成27年の秋に笠良原の畑地にグリーンベルト設置のための播種をしています
ので、春から夏にかけて生育し、平成28年度には土砂流出の防止効果が上がる予定です。

３　下蚊屋ダム湖の水質汚濁に関すること
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農業委員会だより

審議案件すべて承認されました。

国土調査法に基づく地籍調査に係る地目認定について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１件

農用地利用集積計画（案）について　　　　　　５件

５月の農地相談会

問い合わせ先　農業委員会事務局　☎（75）6620

お気軽にご相談ください。

◎相談日　平成28年５月26日（木）

　　　　　午後１時30分から午後４時まで

◎場　所　江府町山村開発センター

農業委員会総会（４月）

（回答）

　農業振興の推進については、平成27年度から主に地方創生事業で各種事業を行っております。

　本町の農業の抱える３大課題の新規就農者確保、担い手農家の育成、集落営農の推進を図って行きます。

【新規就農・集落営農・担い手支援】

　○江府町経営体支援補助事業（平成27年度から「江府町農業担い手経営体支援事業費補助金」を交付)

　（対象：水田50a以上借上げ、作付・管理している農業者へ4,000円／10a助成）

　○農業ビジネスサポートスクールの開設（近年急増している新規就農や集落営農の相談に対応するた

　　め、町で実施予定。）

　○農業従事者雇用促進事業（地域農業の振興・農地維持をはかる農業法人が、新たな従業員の雇用に

　　助成制度を創設。）

【特産品開発】

　○日野郡初の果樹取組として鳥取梨（新甘泉）の栽培

　○特産品（農産物加工品）開発支援

　○特産品等販売促進支援

　○有機農法（ヤマカワプログラム）での土壌改良推進

　○奥大山ブランド化の推進支援（統一ブランドによるイメージアップ）　

　○「奥大山プレミアム特栽米」のブランド米としての地位の構築

　○コンニャク栽培の確立、加工や商品化の取組み。

４　江府町まち・ひと・しごと創生総合戦略の農業振興の推進について

　耕作者は、サブソイラー作業により雨水の地下浸透の促進、畝立てを工夫して土壌流出の制御を行っ
ていきます。
　また、町としては、硬盤層を軟らかくして排水性を向上させることができる、有機農法の一つの「ヤ
マカワプログラム」の試験にも取り組んでいます。
　ただ、一朝一夕に解消することはできませんが、今後とも国・県・耕作者と連携を取ながら下流域に
対する環境に配慮し、対策・実証検証を進めてまいります。

　４
月
８
日(

金)

休
暇
村
奥
大
山
で
、
平
成
28

年
度
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
伊
達
教
行
会

長
あ
い
さ
つ
の
後
、
前
年
度
決
算
、
今
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
新
規
加
入

者
推
進
の
取
組
み
、
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ

れ
、
現
役
員
す
べ
て
留
任
と
な
り
ま
し
た
。
総

会
後
の
研
修
会
で
は
、
松
原
農
業
委
員
会
長
に

よ
る
「
農
業
情
勢
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
農
業
者

　
　年
金
友
の
会
総
会
を
開
催 

①

　農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
次
の
方
は
加
入

　で
き
ま
す

　
　60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

　い
る
方
、
又
は
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族

　農
業
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す 

② 

年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
さ

　れ
て
い
ま
す 

③

　終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
で
す 

④

　税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す 

⑤

　認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　方
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す 

農
業
者
年
金
に

　
　
　加
入
を
し
ま
せ
ん
か 

しんかんせん
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平
成
28
年
４
月
か
ら

　
　介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
要
介
護
状
態
と

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
、
総
合

事
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　こ
の
総
合
事
業
に
は
、
「
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
、

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

〇
介
護
予
防
・
日
常
生
活

　総
合
事
業(

総
合
事
業)

と
は
？

①
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

　掃
除
や
洗
濯
な
ど
利
用
者
が
自
力
で

は
困
難
な
生
活
行
為
に
対
し
て
、
自
立

の
た
め
の
家
事
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

　介
護
予
防
通
所
介
護
施
設
に
お
い
て

生
活
機
能
向
上
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
等
を
行
い
ま
す
。

③
生
活
機
能
ア
ッ
プ
教
室

　６
か
月
の
期
間
内
で
、
生
活
機
能
向

上
の
た
め｢

運
動
機
能｣
と｢
口
腔
機
能｣

向
上
の
指
導
を
行
い
ま
す
。(
要
支
援
一･

事
業
対
象
者
が
利
用
で
き
ま
す
。)

〇
介
護
予
防
・
生
活
支
援

　
　
　
　
　
　
　サ
ー
ビ
ス

①
町
が
行
う
介
護
予
防
教
室

　閉
じ
こ
も
り
や
も
の
忘
れ
予
防
の

「
江
美
の
会
」
や
口
腔
機
能
向
上
の
た

め
の
「
ぼ
ち
ぼ
ち
倶
楽
部
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

②
高
齢
者
の
地
域
活
動
紹
介

　老
人
ク
ラ
ブ
、
い
ど
ば
た
グ
ル
ー
プ

活
動
な
ど
地
域
で
の
楽
し
い
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

③
地
域
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
紹
介

　社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
行
政
な
ど
の
行
う
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
今
後
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

〇
一
般
介
護
予
防
事
業

　総
合
事
業
の
事
業
対
象
者
は
、
生
活

状
況
や
身
体
状
況
の
聞
き
取
り
と
併
せ

て
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
面
談

等
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　そ
の
結
果
、
ご
自
身
の
身
体
能
力
の

維
持
向
上
や
生
活
支
援
等
が
必
要
で
あ

る
か
、
ご
本
人
や
ご
家
族
と
一
緒
に
考

え
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

〇
対
象
者
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク

　リ
ス
ト
に
よ
り
決
定
し
ま
す

｢生活機能アップ教室」で運動に

取り組む参加者

（委託先：いこいの広場らんちゅう）

〇相談・申請窓口
日常生活でお困りの時は福祉保健課内の「江府

町地域包括支援センター」にご相談ください。

江府町福祉保健課

江府町地域包括支援センター

　☎0859－75－6111

－information―お知らせ
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お知らせ－information―

「名前を貸すだけ」と言われていても、様々な口実でお金を要求されます。一度払ったお金を取り戻

すことは大変困難です。特殊詐欺（買え買え詐欺）などの不審な電話は相手にせず、すぐに電話を切

りましょう。　

　　　　　お困りの場合は、消費生活相談窓口：住民課(75-3223)又は

　　　　　鳥取県消費生活センター（0859-34-2648）へご相談ください。

対処法

「名義を貸して」は要注意！「現金を宅配便で送れ」は詐欺！

奥大山 消費生活にゅーす消費生活にゅーす
特殊詐欺シリーズ①　～特殊詐欺に関するトラブル事例をシリーズでお伝えします～

そういえばオレンジ色の封筒が届いてたなぁ。

罪になるのは困ります。でも・・・

突然、自宅に知らない業者から電話が入りました。

　名前を書いて申し込みをするだけで困っている人が助かるならと思い、申込書に

名前を書いてFAXしました。すると翌日、弁護士を名乗る男性から話が入りました。

怖くなって電話を切りましたが、困ってしまいました・・・

　突然申し訳ありません。当社は、オレンジ色のA社の老人ホームの
パンフレットが届いた方を探しています。もしパンフレットが届きま
したら連絡を頂けませんか？大変困っておりましてご協力ください。

A社の老人ホームの申込は名義貸しに当たり、違法行為で罪
になりますよ。手続きに100万円必要です。すぐに現金を宅
配便で送れば、罪にはなりません！

よかった！実はご両親を入居させたい方がおられます。申し込
みは届いた方しかできないので、代わりに申し込んでもらえま
せんか？後で名義変更の手続きをするので安心してください。

こんにちは、消費生活相談員の保木本 尚子です。

契約でお困りになった場合の相談を面談、電話で受け付け、一緒に解決の道を

探します。秘密はかたく守られますので、安心してご相談下さい。情報提供も

お待ちしております。

　

※次回の相談員による相談日は６月１日(水)9時～16時総合健康福祉センターで

行います。お気軽にお越しください。

ほ き もと なお こ

「老人ホーム入居権」の勧誘電話にご注意！相談事例
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　江
府
町
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
、
高
齢
者
の
み
世
帯

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
を
続
け
て
い
け
る
事
を

目
指
し
、
見
守
り
の
充
実
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
江
府
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
見
守
り
訪
問
を
行
い
ま
す
。

　江
府
町
の
見
守
り
支
援
員
又
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

が
お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　〇
訪
問
の
対
象
と
な
る
方

　
　概
ね
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
ま
た
は
、
高
齢

　
　者
の
み
世
帯

　等

　〇
担
当
職
員
・
集
落
一
覧

福
祉
保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
高
齢
者
の
見
守
り
訪
問
」
が
変
わ
り
ま
す
！

病児・病後児保育を
始めました！
病児・病後児保育を
始めました！

～利用方法について～ ≪よくある質問≫

江府町子育
て支援

【お問い合わせ先】

○江府町役場　福祉保健課　

　☎0859-75-6111

○病児看護センターベアーズデイサービス

　☎0859-26-5599　

　〒683－0257　鳥取県米子市榎原1888-9

　http://shoutoku-f.xsrv.jp/day/

　江府町では平成28年4月から病

児・病後児保育を始めました。なお

保育業務は米子市のベアーズデイ

サービスに委託いたします。

事前に申込書を提出してください。（当日でも可）

申し込みは役場福祉保健課かベアーズにお願いします。

利用料金　1日2,500円（生活保護世帯は無料）

※給食やおやつ代を含みます。

※対象児童は生後６ヵ月から小学校３年生までです。

Ｑ　申請書は利用する度に記入が必要ですか？

Ａ １年に1度ご提出ください。問診票と病状経過

　　は毎回必要です。

Ｑ　他の病院で受診していたら、問診票などはそ

　　のまま利用できますか？

Ａ　必ず谷本クリニックで受診をお願いします。

Ｑ　診察は毎回必要ですか？

Ａ　毎回必要とは限りませんが、翌日以降も診察

　　が必要な場合もあります。

Ｑ　料金はどこで払いますか？

Ａ　ベアーズでお支払いをお願いします。自己負

　　担も一緒に精算します

Ｑ　予約はできますか？

Ａ　予約は前日に受診できる場合は受診時に予約

　　してください。

　　病児保育利用中に翌日も使いたい場合は、帰

　　りに予約することができます。

Ｑ　予約がないと利用できませんか？　

Ａ　予約状況によりお断りすることがあります。

Ｑ　当日に利用したいときは？

Ａ　ベアーズへ直接お電話ください。

申込み

谷本子どもクリニックに必ず受診していただきます。

前日に受診することも可能です。（～18：30）

前日診察の場合、翌日の利用予約ができます。

診 察

問診票と病状経過をベアーズに提出します。

持ち物は着替え(3着)、おむつ等(8枚)、布団、ミルク

です。

おむつ等、貸出布団、ミルク（ほほえみ）は有料で貸

出があります。

利 用

－information―お知らせ

担
当
者

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　吉
村

　優

本
１
、
本
２
、
本
３
、
宮
市
、

宮
市
原
、
佐
川
、
柿
原

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　橋
谷
久
美

新
１
、
新
２
、
吉
原
、
西
成
、

袋
原
、
池
の
内
、
尾
之
上
原
、

日
の
詰
、
深
山
口

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　山
下
陽
子

大
満
、
小
江
尾
、
大
河
原
、
助

沢
、
下
蚊
屋
、
笠
良
原
、
御

机
、
栗
尾
、
美
用
、
小
原
、
杉

谷
、
貝
田

江
府
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
福
祉
保
健
課
）

　
　
　
　
　篠
田
信
子

本
４
、
本
５
、
久
連
、
美
女
石
、

下
安
井
、
洲
河
崎
、
荒
田
、
半

の
上
、
宮
の
前
、
武
庫
、
新
道
、

一
旦

集

　落

　名
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お知らせ－information―

猫の不妊・去勢費用の助成を行います！猫の不妊・去勢費用の助成を行います！

忘れずに申請ください！高齢者向け臨時福祉給付金忘れずに申請ください！高齢者向け臨時福祉給付金

公益社団法人 鳥取県獣医師会が、猫の不妊・去勢奨励事業を行います。
この事業は1年に1回しか行われません。助成を希望される方は、以下の方法で申し込みをしてください。

　江府町低所得（町・県民税非課税）高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金の申請受付を始めます。対

象者には申請書をお送りしますので、黄色い封筒がお手元にとどいたら申請して給付金を受け取りください。

支給対象者

　平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者（町・県民税が非課税かつ扶養者も非課税）で、平成29年3月31

日までに65歳以上になる方（生活保護の受給者は除く）

支 給 額　1人につき30,000円

申請方法

　○申 請 先　江府町役場　福祉保健課　（町総合健康福祉センター2階）

　○受付期間　平成28年5月16日（月）から8月26日（金）まで（土・日・祝日は除く）

　○必要書類　①申請書

　　　　　　　②本人確認書類（免許証、保険証など）の写し

　　　　　　　③口座が確認できる書類（通帳・キャッシュカード）の写し

　　　　　　　④扶養者の非課税証明書　※扶養者が町外在住の方のみ

ご注意ください！
○申請先は平成27年1月1日時点で住民票がある市町村です。1月2日以降に江府町外から転入された方は、

　以前の住所地へ申請ください。

○支給決定されるまでに亡くなられた方はお支払できません。

○高齢者向け給付金の支給を装う怪しい電話や郵便物にご注意ください。預貯金残高を調べたり、ATMに誘

　導したりすることは絶対にありません。怪しいと感じたら、相手の名前を確認の上、役場もしくは警察等

　にご相談ください。

問合せ先　江府町役場　福祉保健課　　　　　☎0859-75-6111

　　　　　厚生労働省給付金専用ダイヤル　　☎0570-037-192

鳥取県内にお住まいの方で、猫の避妊・去勢手術を予定されている方。

申し込みは、1世帯につき1回のみ。

申 し 込 み の

対 象

【ハガキで申し込む場合】

①江府町役場 福祉保健課または動物病院で申込用紙を受けとる。

②ハガキに必要事項を記入してポストに投函する。

【WEBで申し込む場合】

①パソコンで｢鳥取県獣医師会｣のホームページ(http://www.tori-vet.jp/)を検索する。

②必要事項を入力し送信する。

申 し 込 み を

す る に は

①助成の対象となった方に、鳥取県獣医師会から対象通知書が郵送されるので受け取る。

②県内の動物病院に事前に手術の予約をする。

③動物病院に通知書を持って行き、手術を受ける。

④手術の通常料金から助成額を引いた金額を支払う。

助 成 を

受 け る に は

申込期間：平成28年4月15日～平成28年5月31日(必着)

通知時期：平成28年6月上旬

助成期間：対象通知書受け取り後～平成28年11月30日

日 程

江府町役場　福祉保健課（電話番号：75-6111）

公益社団法人　鳥取県獣医師会（電話番号：0857-53-4300）http://www.tori-vet.jp/
問い合わせ先

不妊手術(メス) 4,000円　去勢手術(オス) 2,000円助 成 額

400頭。申し込みが多い場合は、抽選となります。助成予定頭数

カクニンジャ

確認じゃ！高齢者向け給付金！



　４
月
16
日
（
土
）
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
で

第
１
回
江
府
町
長
杯
・
第
23
回
江
府
町
春

季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
兼
郡
体
予
選

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
そ
れ
ぞ
れ
が
発
揮
し
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
小
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
計
43

名
の
選
手
が
い
つ
も
以
上
に
気
合
の
こ

も
っ
た
プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〈
結

　果
〉

【
団
体
の
部
】

　優

　勝

　
　貝
田
チ
ー
ム

　準
優
勝

　
　武
庫
チ
ー
ム

　第
３
位

　
　御
机
チ
ー
ム

【
個
人
の
部
】

　優

　勝

　高
津

　道
喜
さ
ん
（
38
打
）

　準
優
勝

　遠
藤

　
　功
さ
ん
（
39
打
）

　第
３
位

　天
野

　幸
子
さ
ん
（
40
打
）

　第
４
位

　宮
本

　和
男
さ
ん
（
42
打
）

　第
５
位

　宇
田
川

　滿
さ
ん
（
42
打
）

　第
６
位

　加
藤
安
津
子
さ
ん
（
42
打
）

【
小
学
生
の
部
】

　優

　勝

　谷
田

　一
瑳
さ
ん
（
12
打
）

　準
優
勝

　大
岩

　陽
平
さ
ん
（
16
打
）

　第
３
位

　森
田

　稜
涼
さ
ん
（
19
打
）

　第
４
位

　谷
田

　花
奈
さ
ん
（
20
打
）

上
位
は
僅
差
の
大
接
戦
！

　
　
　春
季
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▲優勝(団体の部)された貝田チームのみなさん ▲優勝(個人の部)
　　　された高津さん
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今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
！

☆
町
内
で
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　イ
ベ
ン
ト
☆

七
色
が
し
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　昨
年
好
評
だ
っ
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま

す
！
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日

　時

　５
月
15
日
（
日)

午

　前

　10
時
〜
午
後
２
時

場

　所

　旧
明
倫
小
学
校
校
庭

　
　
　（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館)

第
２
回
知
的
書
評
合
戦

　
　ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
in
江
府

　好
き
な
本
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
面

白
さ
を
相
手
に
ど
れ
だ
け
う
ま
く
伝

え
ら
れ
る
か
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
観
戦
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

日

　時

　５
月
29
日
（
日)

　
　
　午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場

　所

　江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー

※

参
戦
も
観
戦
も
無
料
で
す
。
飛
び

込
み
の
参
戦
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

今
月
の
お
知
ら
せ

☆
各
種
お
知
ら
せ
☆

連
合
・
女
性
の
た
め
の
全
国
一
斉
労
働
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
〜
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
〜
を
開
設
し
ま
す
。

　連
合
は
「
な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
開
設
し
、
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、

働
く
み
な
さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
や
心
配
事
の
解

決
に
向
け
、
相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
お
応
え

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期

　間

　５
月
19
日(

木)

〜
20
日(

金)

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
７
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　０
１
２
０

－

１
５
４

－

０
５
２

※

携
帯
電
話
か
ら
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※

上
記
以
外
に
も
通
念
的
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

　ル
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　連
合
鳥
取

　☎
０
８
５
７

－

26

－

６
６
０
５
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◎
お
誕
生
お
め
で
と
う

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
性
別
）
（
保
護
者
）

半
の
上

　德
岡

　雅
幸 

　男 

　
　

 

祐
一
郎

◎
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）

宮

　市

　渡
部

　
　亮

　

 

88
歳

　
　

 

孝
治

洲
河
崎

　佐
々
木
越
子

　

 

96
歳

　
　

 

詔
男

小

　原

　谷
口

　瀧
夫

　

 

98
歳

　
　

   

強

　社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
４
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
い
返
し
と
し
て

　
　下
蚊
屋

　宇
田
川
昭
人

　母
秀
子
退
院

　
　大
河
原

　神
庭

　和
子

　本
人
退
院

　
　宮

　市

　渡
部

　京
子

　本
人
退
院

　
　御

　机

　川
上

　愛
子

　本
人
退
院

　
　一

　旦

　遠
藤

　秋
徳

　本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　貝

　田

　森
田

　康
博

　父
行
雄
死
去

　
　宮

　市

　渡
部

　孝
治

　父
亮
死
去

　
　洲
河
崎

　佐
々
木
詔
男

　母
越
子
死
去

人
の
動
き
４
月
届
（
敬
称
略
）

応援ありがとうございます！

■まちの人口　3,133人（＋3）
男　1,472人（±0）
女　1,661人（＋3）

■世帯数　　1,087世帯（±0）

４月末現在（　　）は前月比　

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関でお支払
いください。
　なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。

今月の国民年金

納付期限５月分　平成28年６月30日まで

平成28
年

5月1日
現在

延申込件数　124件

延寄付金額 141万円

ふ る さ と 納
税

と
く
お
か

ま
さ
ゆ
き

ご
寄
付

固 定 資 産 税 １ 期
《5月の納税は》

納期限は５月31日(火)です。（口座振替は５月31日）

～公民館講座～～公民館講座～

フラダンス教室(江府町防災情報センター)

　５月20日　午後２時～４時

ヒップホップ教室(江府町防災情報センター)

　５月19・26日　６月２・９日

　午後７時～８時30分

社交ダンス教室(江府町防災情報センター)

　5月26日、6月9日　午後２時～４時

和紙折紙教室(江府町防災情報センター)

　５月28日　午後１時30分～３時30分

絵手紙・油絵教室(江府町防災情報センター)

　６月13日　午後１時30分～３時30分

書道教室(江府町防災情報センター)

　５月19日　午後１時～３時

～公民館講座～～公民館講座～

手話教室　(江府町防災情報センター)

　5月20日、6月3日　午後７時～８時30分

墨彩画教室　(江府町防災情報センター)

　5月16日　午後１時30分～3時30分

陶芸教室　(高齢者創作館)

　5月19日　午後１時～４時

押し花教室　(江府町防災情報センター)

　6月13日　午後１時～５時

大正琴教室　(江府町防災情報センター)

　5月18・25日、6月8日　午後１時30分～３時

パッチワーク教室　(江府町防災情報センター)

　5月24日、６月14日

　午後１時30分～３時30分

生け花教室　(江府町防災情報センター)

　６月10日　午後７時～８時30分

～レクリエーション～～レクリエーション～

○ソフトボール大会
　(江府町運動公園総合グラウンド)
　５月16日～21日　午後６時～
仲間と一緒に汗を流して
勝利を目指して頑張りましょう!!

～各種相談会～～各種相談会～

○農地相談会(江府町山村開発センター)

　５月26日　午後１時30分～４時

○人権行政相談(江府町防災情報センター)

　６月８日　午前９時～12時

○消費生活相談(江府町総合健康福祉センター)

　６月１日　午前９時～16時

【入団】　第二分団　団員　中川　敦紀
　　　　　第三分団　団員　北村　　愛
　　　　　　　　　　団員　宇田川莉奈
【退団】　第二分団　班長　末次　義晃

江府町消防団より
入・退団のお知らせ

(平成28年４月１日付)

町報4月号において表記に誤りがありました。大変申し訳あり
ませんでした。
お詫びして訂正いたします。
○ｐ2～3　中山間地域の生活支援について
　㈲あいきょう　⇒　㈲　安達商事
○ｐ17　人事異動
　【主任級】　⇒　【主事級】
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　江尾小学校（現江府小学校）のかけあし小道。私が小学生の時、朝登校してからこの道を

走っていました。小学校のマラソン大会では学年ごとにコースがあり、上級生になるにつれ

て距離が伸びていきます。大人になった今、改めてこの道を歩いてみると当時の思い出が

次々と思い出されます。つらかった事も楽しかったことも、今では私の大切な青春の１ペー

ジです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江尾　重森真司さん

“かけあし小道”を走ったあの日

とっておきの
江府町

投  稿

　皆さんが紹介したい“とっておきの江府町”はありませんか？自慢の写真を江府町役場までメールで

送ってください！

【応募要件】

・写真は江府町内で撮影したものに限ります。

・写真はデータ(１ＭＢ程度のもの)で送ってください｡（データは目的以外では使用いたしません。)

・投稿写真の紹介文章や想いなどは200字程度

【送付方法】

写真のデータを添付して、住所・氏名・電話番号、コメントをメールで送信してください。

アドレス：k_promo@town‐kofu.jp

※メールをご利用できない方は企画情報課まで直接ご連絡ください。役場企画情報課　☎75－3305

皆さんからの投稿を大募集!!

江府町の明日を決める大切な選挙です！７月は投票に行きましょう！

江府町長選挙
投票日：７月24日(日)

　平成28年７月31日任期満了に伴う江府町長選挙が７月19日に告示・24日投票日で

５日間の選挙運動が展開されます。この選挙は、今後の４年間の町政の担い手になる

私たちの代表者を選ぶもっとも身近な選挙です。必ず投票しましょう。

問合せ先：選挙管理委員会事務局（役場総務課内）☎75－2211


